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　地震発生から新発田市に避難してこられた方々
も、少しずつ落ち着きを取り戻しています。
　中でも子ども達の元気の良さは、周囲の大人達
に元気を与えてくれています。新しく通うことに
なった学校で新しい友達と一緒に勉強できる喜
びを感じながら元気に登校していました。（写真
は、4月18日まで避難所として使用されていたカ
ルチャーセンターの様子です。）

行行
っっ
ててきき
ままーーすす！

避難所から元気に避難所から元気に

学校に通う子ども達学校に通う子ども達
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新市長の積極的な事業展開による政策実行に期待を込めて新市長の積極的な事業展開による政策実行に期待を込めて

新年度予算新年度予算をを 可 決
■議会会期中に東日本大震災が発生■

　平成23年2月定例会では、代表・一般質問のほか、補正予算等

の審査、平成23年度一般・特別会計予算等の審議が行われまし

た。3月11日午後2時46分、東北地方太平洋沖地震が発生しまし

た。当市でも震度4を記録し、市庁舎が大きく揺れ、開催中の委

員会も一時中断するなどしました。

　新発田市にも福島県などの被災地から避難者が殺到する状況

で、市長をはじめ職員が対応するため、作業服で即応態勢をと

りながら議案の審査、審議に臨むという異例の議会となりまし

た。

　このような状況においても、市民生活にとって重要な予算等

は、これまでどおり慎重に審査、審議が行われました。

■平成23年度当初予算関連■
　定例会初日において、市長から平成23年度当初予算案が提

案され、一般会計は予算審査特別委員会で、特別会計は各常任

委員会で慎重に審査がなされました。最終日の本会議では、全

会派が賛成討論を述べ、新年度予算の議案採決でも全員が賛成

し、予算議案は可決となりました。

　新年度の当初予算は、一般会計414億3000万円、特別会計252

億4035万円、企業会計（水道事業会計）34億2423万円の総額

700億9458万円（前年度比30億5089万円、4・6%増）で新年度

が始まることになりました。

　新年度予算は、自主財源の確保が厳しく、政権交代による制

度変更などがある中、優先すべき施策や事務事業を選択して計

上したものとしています。

■市政全般・行政報告関連■
　会派代表質問は、各会派の代表から「重要施策」「行財政問

題」など新発田市の将来像をどう捉えているのかを中心に、市

長の政治姿勢を問うものでした。

　市長の行政報告に対しても質疑が相次ぎ、厳しい意見が出さ

れました。

　また、初日の本会議において、これまで不在だった副市長に

大山前副市長を選任する人事案が提出され、起用の理由などの

質疑の後、議員の無記名投票により賛成多数で同意されまし

た。

■平成22年度補正予算関連■
　平成22年度補正予算案も同時に提案され、子ども医療費助成

関連予算をはじめ、地域活性化のための交付金活用事業費や大

雪による除雪費の専決予算などが審議され、可決されました。

提案理由説明をする二階堂市長

副市長選任の議案に対する投票の開票状況

大震災で犠牲となった方々に対して、最終本
会議冒頭、全員で黙とうをささげました

大震災を受け、市長をはじめ執行部は作業服
で議会に臨みました
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一般会計予算　総額414億3000万円　前年度より6.0％の増

県立病院跡地取得事業（新規）………… 7億4220万円
　県立病院の跡地を新潟県から購入する経費

新発田駅周辺整備事業（縮小）……………… 553万円
　新発田駅周辺整備のための基本計画を策定する経費

島潟荒町線整備事業（拡充）…………… 2億7470万円
　都市計画道路島潟荒町線の東新工区を整備する経費

西新発田五十公野線整備事業（新規）………5039万円
　都市計画道路西新発田五十公野線東豊工区の整備経費

五十公野公園荒町線整備事業（新規）………8017万円
　都市計画道路五十公野公園荒町線を整備する経費

緊急通報装置設置事業（拡充）………………2072万円
　 一人暮らし高齢者等の緊急事態に対処するために緊
急通報装置を設置する経費

高齢者世帯、障害者世帯等屋根雪除雪助成事業（新規）
　………………………………………………… 600万円
　 一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、心身障がい者
世帯やひとり親世帯等に対する屋根雪除雪の助成経費

障害者自立支援給付事業（拡充）……… 9億1768万円
　 障がい者が能力や適正に応じて自立した生活や社会
生活を営むための経費

子ども医療費助成事業（拡充） ………… 2億3174万円
　 安心して子どもを生み育てる環境整備のために乳幼
児から小学6年生までの医療費の一部を助成する経費

私立保育園支援事業（拡充） …………… 1億2316万円
　 未満児保育事業や病児・病後児保育事業等を実施す
る私立保育園に対する補助経費

子ども手当支給事業（拡充） ………… 19億2759万円
　 中学校修了前の子どもを養育している人に対する手
当の支給費

七葉小学校校舎改築事業（拡充） ……… 10億633万円
　 太陽光発電活用や体育館の耐震補強等の校舎改築経費

地場産農産物等加工技術研究事業（新規） …… 300万円
　 市内農産物等の特産化、ブランド化のための加工・
販売の技術開発経費

し尿等下水道投入施設建設事業（新規）
　…………………………………………… 2億3584万円
　 市内で発生するし尿等を流域下水道（公共下水道）
に希釈して投入する施設の建設経費

公園整備事業（新規） …………………………5390万円
　五十公野公園の老朽化した遊具の改修等の経費

（単位：千円）

23年度予算額 22年度予算額 比　　較
一 般 会 計 41,430,000 39,080,000 2,350,000
土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 119,204 41,244 77,960

国民健康保険事業特別会計
事業勘定 10,008,000 9,867,000 141,000
施設勘定 65,900 62,000 3,900

老 人 保 健 特 別 会 計 － 6,000 △6,000
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 8,226,000 7,459,000 767,000
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 896,000 886,000 10,000
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 356,400 273,000 83,400
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 640,000 1,295,000 △655,000
下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,824,000 4,485,000 339,000
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 6,760 11,197 △4,437
西 部 工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計 2,885 3,000 △115
コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 事 業 特 別 会 計 84,200 82,300 1,900
藤 塚 浜 財 産 区 特 別 会 計 11,000 10,500 500
水 道 事 業 会 計 3,424,233 3,482,449 △58,216

合　　　　計 70,094,582 67,043,690 3,050,892

平成23年度会計別予算平成23年度会計別予算 前年度比30億5089万円の増

23年度一般会計当初予算の主な内容
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傍聴してみませんか
・ 「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」が傍聴でき
ます。

・午前10時から始まります。
・ 「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員会」は、本庁舎
２階の議場または委員会室で行います。

・ 傍聴希望の方は、当日本庁舎２階議会事務局までお越し
ください。

6月定例会日程予定

6月 2日

6月 3日

6月 7日

6月 9日

6月17日

6月20日

6月21日

6月22日

6月23日

6月27日

6月29日

告示日、議会運営委員会

請願・陳情・意見書提出期限

議会運営委員会

本会議
（提案理由説明・委員会付託）

本会議（一般質問第１日目）

本会議（一般質問第２日目）

総務常任委員会

社会文教常任委員会

経済建設常任委員会

議会運営委員会

本会議（最終日）

本会議をエフエムしば
たで生放送します。
生放送は本会議開
始（午前10時）から
終了まで全て放送
します。
緊急情報や休憩な
どにより中断するこ

とがあります。

【2月定例会】8億5366万円を追加し、総額449億3443万円に

（主な補正内容）

除雪費（専決処分） …………………… 2億500万円
　1月の豪雪による除雪費及び除雪車輌の追加借上費

職員給与費の退職手当  …………… 4億3220万円
　定年前退職に伴う追加の退職手当

庁舎建設基金費　……………………………… 2億円
　市庁舎を新たに建設するための積立金

　（22年度末積立残高見込 22億9944万円）

乳児・子ども医療費助成事業  …………4479万円
　 第3子からの医療費助成対象を小学3年生までから
6年生までに拡大したことに伴う追加の助成経費

工業団地誘致促進事業　 …………………2188万円
　西部工業団地進出企業に対する追加の助成金

地域振興基金費　 …………………………2366万円
　 国の第1次補正予算のうち交付されることになっ
た「住民生活に光をそそぐ交付金」の基金への積

立金

　（22年度末積立残高見込み 2億6214万円）

22年度一般会計補正予算

豪雪となった今冬の市内の様子豪雪となった今冬の市内の様子

老朽化が進む市庁舎老朽化が進む市庁舎
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雇
用
情
勢
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
、
県
内
、
市
内
の
企
業
等

も
景
況
感
が
実
感
で
き
な
い
経
済

情
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
景
気
の

本
格
的
な
回
復
に
結
び
付
く
よ
う

国
の
経
済
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
発
田
市
と
し
て
も
時
機
を
失

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
切
れ
目

の
な
い
予
算
と
し
て
事
業
を
前
倒

し
し
て
実
施
す
る
た
め
、
ま
た
、

地
域
目
線
に
立
っ
た
支
援
や
、
住

民
生
活
に
大
事
な
分
野
で
光
が

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
当
て
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
分
野
へ
の
支
援
を
行
う
た

め
の
補
正
予
算
議
案
が
提
案
さ

れ
、
１
月
臨
時
会
を
開
催
し
審
議

し
ま
し
た
。

　

１
月
臨
時
会
は
、
１
月
21
日
か

ら
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
、
審
査
さ

れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
全

員
が
賛
成
し
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

　

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

26
億
６
６
０
３
万
円
を
追
加
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
予
算
総

額
は
４
４
０
億
８
０
７
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
で

は
、
左
記
の
補
正
予
算
の
主
な
内

容
の
ほ
か
、
公
共
施
設
維
持
管
理

事
業
な
ど
23
事
業
を
繰
越
明
許
費

に
追
加
し
、
子
宮
頸
が
ん
等
予
防

接
種
事
業
を
債
務
負
担
行
為
と
し

て
追
加
す
る
な
ど
の
措
置
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

１
月
臨
時
会
を
開
催

１
月
臨
時
会
を
開
催

国
の
追
加
的
経
済
対
策
に

応
じ
て
各
種
施
策
を

早
期
に
実
施

予防接種事業………………………… 1億266 万円
　 子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンの
予防接種実施経費

公会堂等建築支援事業……………………2691万円
　地域の自治会が実施する公会堂等の建築助成

水害防止対策事業…………………………4000万円
　市内の冠水箇所の側溝整備経費

カルチャーセンター大規模改修事業……4280万円
　 カルチャーセンターの屋根防水、相撲場の土俵
改修経費

バリアフリー歩道整備事業…………… 1000 万円
　歩道点字ブロック設置経費

川東中学校屋内体育館改修事業…… 3億8241万円

佐々木中学校大規模改造事業……… 2億3299万円

七葉中学校大規模改造事業………… 2億3415万円

猿橋中学校大規模改造事業………… 3億2975万円
　 平成23年度に予定した事業を前倒し、学校を耐
震化するための事業経費

1月補正予算の主な内容

１月臨時会での行政報告１月臨時会での行政報告

1月臨時会の様子1月臨時会の様子

　昨年6月定例市議会で新潟県立新発
田病院跡地取得に係る債務負担行為
が議決され、新潟県病院局との調整が
整い、売買価格など基本的事項につい
て、1月19日付けで覚書を締結した。
　譲渡時期は、平成23年度末が債務負
担行為の期限であり、可能な限り早い
取得ができるよう進めていく。
　また、県病院局からは、早急に土壌
汚染の調査及びその対応について着手
すると聞いている。

県立新発田病院跡地取得に伴う覚書の締結県立新発田病院跡地取得に伴う覚書の締結



行 

政 
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告

市
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

　

新
発
田
市
は
、
公
社
設
立
時
に
市

と
共
に
出
捐
し
た
関
係
各
団
体
と
協

議
し
、
公
社
職
員
の
雇
用
や
施
設
管

理
の
方
法
と
し
て
、
第
3
セ
ク
タ
ー

方
式
、
民
間
資
本
活
用
方
式
、
既
存

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
用
方
式
な
ど
を
公
社
理
事

会
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

公
社
も
理
事
と
職
員
と
で
協
議
を

行
っ
て
き
た
。公
社
か
ら
市
に
対
し
、

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
解
散
を

決
議
し
た
と
12
月
27
日
付
け
文
書
で

報
告
を
受
け
た
。こ
の
報
告
の
中
で
、

施
設
管
理
運
営
は
市
直
営
と
し
、
公

社
職
員
の
雇
用
と
給
与
に
関
す
る
要

望
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、庁
内
関
係
部
署
、

市
顧
問
弁
護
士
、
出
捐
し
た
関
係
各

団
体
な
ど
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や

法
的
な
課
題
を
考
慮
し
、
慎
重
に
協

議
を
重
ね
て
き
た
。

今
後
の
対
応
方
針

　

市
と
公
社
が
指
定
管
理
委
託
契
約

を
締
結
す
る
施
設
管
理
運
営
は
、
4

月
か
ら
市
直
営
と
し
、
市
と
公
社
が

事
業
費
を
負
担
し
て
実
施
す
る
観
光

振
興
事
業
は
、
政
教
分
離
に
関
わ
る

業
務
も
あ
り
、
新
た
な
任
意
団
体
を

設
立
し
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。
公

社
と
雇
用
契
約
の
あ
る
職
員
は
、
市

の
雇
用
条
件
に
基
づ
き
希
望
者
全
員

を
雇
用
す
る
内
容
で
理
事
会
に
通
知

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
理
事
会
、

職
員
全
員
か
ら
同
意
書
の
提
出
が

あ
っ
た
。

　

今
後
は
、
市
に
雇
用
を
希
望
す
る

公
社
職
員
の
配
属
手
続
き
や
指
定
管

理
委
託
契
約
解
除
に
伴
う
諸
般
の
事

務
手
続
き
を
行
う
。

　

公
社
の
解
散
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

主
な
質
疑

Ｑ　

公
社
が
築
き
上
げ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
が
解
散
に
よ
り
な
く
な
る
が
、

市
直
営
と
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

Ａ　

公
社
職
員
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
少
し
で
も
多
く
の
職

員
を
雇
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
た
く
な
い
。

Ｑ　

公
社
職
員
が
市
の
嘱
託
、
臨
時

職
員
と
な
る
と
、
収
入
が
半
減
か
ら

3
分
の
1
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
な

る
の
で
は
。
処
遇
問
題
に
つ
い
て
は

善
処
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

（
株
）
月
岡
開
発
や
（
財
）
蕗
谷

虹
児
記
念
事
業
団
の
前
例
も
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で

雇
用
条
件
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

観
光
振
興
事
業
は
、
大
切
な
施

策
で
あ
る
が
、
新
た
に
設
立
す
る
任

意
団
体
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
組
織
か
。

Ａ　

早
急
に
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
最
終
的
に
は
年
度
半
ば

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
に

は
、
旧
町
村
を
網
羅
し
た
全
市
的
な

組
織
と
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
「
新

発
田
市
観
光
協
会
」
と
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ　

市
長
の
言
う
観
光
と
農
産
物
と

を
あ
わ
せ
た
新
発
田
特
有
の
振
興
策

を
図
る
た
め
に
は
専
門
官
な
ど
を
置

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

農
産
物
と
観
光
振
興
は
、
バ
ラ

バ
ラ
で
は
だ
め
で
、
新
発
田
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
一
つ
に
な
っ
て
展
開
し
な

い
と
成
長
戦
略
に
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
前
の
轍
を
踏
ま
な
い

よ
う
に
観
光
に
詳
し
い
人
を
採
用
す

る
べ
き
と
の
意
向
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

（
財
）
新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
振

興
公
社
の
解
散
に
対
す
る
方
針
に
つ

い
て
、
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
行
政

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
か

ら
の
発
議
で
議
員
報
酬
を
10
％
削

減
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
現
在
の
議
員
報
酬
は
、
平
成

19
年
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
、
そ
の
後
の
市
民
の
暮
ら
し
は

疲
弊
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
市
長
自

ら
の
報
酬
30
％
削
減
に
対
し
て
、

市
民
は
歓
迎
と
同
時
に
議
員
報
酬

に
対
す
る
厳
し
い
声
が
あ
る
」
と

提
案
し
た
議
員
か
ら
理
由
が
説
明

さ
れ
、
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い

て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
総
務
常
任
委
員
長
か
ら
審
査

結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
反
対
、

賛
成
の
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

反
対
と
し
て
、「
議
会
基
本
条

例
で
は
、
議
員
定
数
や
報
酬
も
含

め
、
改
選
後
に
見
直
し
を
行
う
条

項
が
あ
り
、
今
、
改
正
を
提
案
す

る
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
改
選
後

の
議
員
で
議
論
す
べ
き
。
議
員
定

数
を
も
っ
と
減
ら
す
べ
き
と
の
市

民
の
声
も
多
く
、
改
選
を
機
に
議

員
を
３
人
減
ら
す
こ
と
に
し
て
い

る
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
賛
成
と
し
て
、「
議
員
報

酬
削
減
は
市
民
の
切
実
な
要
求
で

あ
る
。
市
長
等
が
報
酬
削
減
し
た

中
で
、
二
元
代
表
制
の
一
方
で
あ

る
議
会
が
対
応
し
な
く
て
よ
い
の

か
。
独
自
の
市
民
調
査
に
基
づ
く

提
案
で
あ
る
」
と
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
条

例
改
正
案
は
、否
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社
の

解
散
に
つ
い
て

議
員
報
酬
10
％
削
減
す
る

条
例
改
正
案
を
否
決

こ
れ
ま
で
の
一
連
の
経
緯

　

こ
れ
ま
で
、
財
団
法
人
新
発
田

市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社
は
、
新

発
田
市
か
ら
の
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
、
観
光
振
興
事
業

や
体
育
施
設
を
中
心
と
し
た
市
施

設
の
管
理
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
公
社
職
員
に
よ
る
不

正
流
用
な
ど
、
公
社
の
経
営
責
任

や
組
織
の
あ
り
方
を
問
題
視
す
る

公
社
理
事
会
か
ら
、
昨
年
9
月
、

公
社
を
3
月
末
日
で
解
散
す
る
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
市
と
も
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
公
社
理
事
会
で

解
散
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
旨

の
報
告
等
が
、
昨
年
12
月
27
日
付

で
市
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〔6〕

市長市長

五十公野公園陸上競技場五十公野公園陸上競技場
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そのほかの行政報告

※ 

本
議
会
に
お
い
て
市
長
か
ら
行
わ
れ
た
「
行
政
報
告
」
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※「
行
政
報
告
」
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新発田地区救急診療所について
　移転改築の新発田地区救急診療所は、4月開設となった。
　敷地面積2,000㎡、床面積494,34㎡、鉄骨造2階建てで、外観
は和風基調のデザイン。診察室や待合空間は、明るくゆったりと

し、バリアフリー等に配慮した施設となっている。機能面では、

感染者専用の入口と診療室などを設置し、乗用車用窓口を別に設

け、新型インフルエンザなどの感染症対策を図っている。

　整備事業費は、総額約2億6,900万円を見込み、新発田地域老人
福祉保健事務組合の基金を活用することから、構成市町の新たな

財政負担はない。診療科目、診療時間などは今までのとおり。

新発田駅周辺整備事業の概略設計中止に伴う、JRとの協議の進捗状況
　新発田駅周辺整備事業の概略設計中止に伴うJR東日本上信越工事
事務所との協議の進捗状況については、概略設計に手掛けた費用の

精算処理を行うため、既に同意を得ているが、引き続き協議を進め

てきた。

　昨年9月に締結した協定額は4,080万5,000円だが、2月に費用精
算に関する正式な協議があり、最終的な精算額が1,257万2,734円と
なった。協議の内容を確認・精査を行い、2月17日付けでJRに異存
ない旨の回答をした。合意内容に基づいて事務処理を進めている。

東日本大震災で被災者への支援状況
　3月11日の大地震で当市は震度4を観測し、地域防災計画に基づき「警戒本部」を設置し、被害調査と藤塚
浜地区を中心に津波の注意喚起の広報を実施した。翌日に津波注意報が解除され、「警戒体制」に移行した。

　しかし、被災地からの避難者が多数見込まれることから、15日に県の要請を受け、「災害対策本部」を
設置し、市カルチャーセンターを避難所とし、17日にはサン・ビレッジしばたを第2避難所とした。22日
現在の避難者数は702人となった。18日からは市民に避難所での生活必需品などの物資の提供をお願いし
た。また、14日から本庁舎や支所で義援金の受付を行っている。
　福島第一原子力発電所の事態に関し、15日に県新発田保健所でスクリーニング検査を実施。県新発田地
域振興局にモニタリングポスト、外ケ輪公園にエアーサンプラーを設置し、大気汚染観測を行っている。

　水道水では、20日、21日の検査で、加治川原水では放射性物質は検出されなかったが、一部地域で供給し
ている新潟東港地域水道用水供給企業団の水道水から20日に1リットル当たり79ベクレル、21日に27ベクレ
ルの放射性ヨウ素が検出されたが、国の基準値300ベクレルを大きく下回り、健康には影響がないと考える。

　市の業務が幅広い分野にわたるため、分野ごとに業務

についての調査をし、議会から任された条例、予算等の

議案、市民から提出された請願などを審査するために、

新発田市議会ではこれまで４つの常任委員会を設置して

いました。

　これは、本会議で全議員によって審議を進めるより、

分野ごとに審査することで、能率よく効果的に本会議で

の審議が可能となるからです。

　4月に実施された新発田市議会議員一般選挙では、改

選を機に議員定数が27人と議員数がこれまでよりも3人

減となりました。

　しかし、議員数が減ったことで議会の機能が低下する

ことなく、行政の監視機能を発揮し政策提言等を行うた

めには、常任委員会の委員は一定数を確保すべきと考

え、3つの常任委員会に再編し、じゅうぶんに議論を交

わせるように条例改正を行いました。

　これからも市民の負託と期待にしっかりと応え、市の

発展に寄与するためにも委員会を改革しました。

再編前 再編後

総 務 常 任 委 員 会（8人）
社会文教常任委員会（8人）
産業経済常任委員会（7人）
建 設 常 任 委 員 会（7人）

総 務 常 任 委 員 会（9人）
社会文教常任委員会（9人）
経済建設常任委員会（9人）

県立新発田病院向かいに移転改築県立新発田病院向かいに移転改築
した救急診療所した救急診療所

新発田駅新発田駅

委員会室委員会室
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　1月臨時会は、1月21日から25日まで開会され、予算議案の市長提出議案2件について、各常任委員会に付託

され審査しました。また、2月定例会は、2月24日から3月22日を会期とし、23年度予算議案等の市長提出議案

47件、議会提出議案4件、請願1件、陳情1件は、一般会計予算審査特別委員会、各常任委員会で専門的に審査

した後、それぞれ本会議で下記のとおり議決しました。（※各委員会審査状況は20㌻から25㌻を参照ください）

2月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

新

政

会

清

友

会

政

和

会

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公

明

党

無
所
属
ク
ラ
ブ

賛　

成
※
５

反　

対
※
５  

市
長
提
出
議
案

人事案件
公平委員会委員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
教育委員会委員の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
副市長の選任について 可決 ※3 21 6

条例の一部改正
職員定数条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
部制条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
コミュニティセンター設置及び管理に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
国民健康保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
幼稚園保育料徴収条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
子ども医療費助成に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
桜公園設置及び管理に関する条例 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
有機資源センター条例 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
農村公園設置及び管理に関する条例 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
都市公園条例 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
農業集落排水処理施設設置及び管理に関する条例 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
下水道条例 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
部制条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

条例の廃止
へき地保育所設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

22年度補正予算
一般会計（第8号）（専決） 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
一般会計（第9号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
一般会計（第10号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
土地取得事業特別会計（第1号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
国民健康保険事業特別会計（第4号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
老人保健特別会計（第2号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
介護保険事業特別会計（第4号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
後期高齢者医療特別会計（第4号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
農業集落排水事業特別会計（第3号） 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
下水道事業特別会計（第3号） 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
宅地造成事業特別会計（第1号） 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
コミュニティバス事業特別会計（第1号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
藤塚浜財産区特別会計（第1号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
水道事業会計（第3号） 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

23年度予算
一般会計 予算審査 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
簡易水道事業特別会計 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
農業集落排水事業特別会計 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
下水道事業特別会計 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
宅地造成事業特別会計 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
西部工業団地造成事業特別会計 産業経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
水道事業会計 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

1月臨時会・2月定例会議決結果



〔9〕

2月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

新

政

会

清

友

会

政

和

会

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公

明

党

無
所
属
ク
ラ
ブ

賛　

成
※
５

反　

対
※
５

市
長
提
出
議
案

その他
新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の
変更 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

財産の取得 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
市道路線の認定 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

議
会
提
出
議
案

特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例 総務 否決 ○ 3 24
議会委員会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
コメの戸別所得補償制度の見直しを求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
JR新発田駅のバリアフリー化早期実現に早急な協力と対処を求める意見書 否決 ○ ※4 ○ ○ ○ 13 14

請
願
・

陳
情

高齢者・国民が安心して医療や介護が受けられるような施策推進の意見書
を国に提出することを求める請願 社会文教 否決 ○ 3 24

議員の歳費、職員の報酬削減を求める陳情 総務 否決 0 27

1月臨時会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

新

政

会

清

友

会

政

和

会

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公

明

党

無
所
属
ク
ラ
ブ

賛　

成
※
５

反　

対
※
５

市
長
提
出
議
案

22年度補正予算
一般会計（第6号）（専決） 建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0
一般会計（第7号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 0

※１ 「総務」　　：総務常任委員会
　　 「社会文教」：社会文教常任委員会
　　 「産業経済」：産業経済常任委員会
　　 「建設」　　：建設常任委員会
　　 「予算審査」：23年度一般会計予算審査特別委員会
　　 「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決」： 全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決」： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※３　 新発田市議会会議規則第71条第1項による無記名投票のため賛否表示不可のもの
※４　 民主クラブのうち、2人（宮野昭平、青木泰俊）は賛成、2人（入倉直作、渡部良

一）は反対
※５　 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、全員賛成若しく

は全員反対の場合、表決に参加する全議員数は27名となります。

会　派　名 所　属　議　員　名

新　政　会 ◎中村　功、○宮島信人、星野幸雄、斎藤　明、佐藤武男、渋谷恒介、大沼長栄

清　友　会 ◎伊藤　久、○渋木武衛、巖　昭夫、宮﨑善男、渋谷正訓、稲垣富士雄

政　和　会 ◎五十嵐孝、○森田国昭、長谷川健吉、井畑隆二

民主クラブ ◎宮野昭平、○青木泰俊、入倉直作、渡部良一

日本共産党 ◎加藤和雄、○宮村幸男、佐藤真澄

公　明　党 ◎高橋幸子、○渡辺喜夫

無所属クラブ ◎比企広正、○高橋正春

人 事

大 山　康 一
（本町1）

副市長の選任

大 田　修 一
（緑町3）

公平委員会委員の選任

鈴 木　佳 秀
（新潟市中央区万代）

教育委員会委員の任命
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会派代表質問

１　日本共産党 加藤　和雄

　①地域経済の活性化について

　②国民健康保険について

　③介護保険について

　④地デジ完全移行の対応について

　⑤TPP問題について
　⑥上中山大規模豚舎問題について

３　政　和　会 五十嵐　孝

　①平成23年度一般会計予算案について
　② 学校統合及び耐震化の取り組みの現状と今後の方

針、展望について

　③基盤整備事業の推進と農業施設改修の要望について

　④ 上水道未普及地域解消の状況と第5期拡張計画後
の課題について

５　清　友　会 伊藤　　久

　①平成23年度新発田市一般会計予算について
　②土地改良事業及び農業問題（TPP）について
　③（仮称）いやしの里の活用について

　④人口自然減対策について

　

会
派
代
表
質
問
は
、
３
名
以
上
の
議
員
で
構
成

す
る
会
派
の
代
表
が
行
う
質
問
で
、
各
会
派
の
質

問
項
目
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
う
ち
の
数

項
目
を
掲
載
し
ま
す
。

　

※
抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質
問
順
に
掲
載

　

※
会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載 かいはだいひょうしつもん

２　民主クラブ 入倉　直作

　①直売所の取り組みについて

　②聖籠町との合併について

　③加治川水系について

　④県立新発田病院について

　⑤地域協働推進部について

　⑥統廃合に伴う廃校利用の考え方

４　新　政　会 宮島　信人

　①市政運営について

　②教育課題について

代表
質問

加藤　和雄
国民健康保険について

（一部負担金の減免制度を早急に）

　国保の加入者は低所得者が多く、高い国保税を
払いたくても払えない世帯が増えている。国保税
の負担は気になるところだが、新年度の国保税は。
　また、国保法第44条に基づく一部負担金の減
免制度を早急に運用して、病院にかかれない生
活困窮者の健康を守るべきと考えるが見解は。

問い問い

答え　保険税率は平成22年度と同率に据え置きとし
た。その結果、保険税収は、21億418万円となり、前年
度に比べ約1億4000万円の減となる。
　受診者が医療費を一部負担することになっているが、
「支払いが困難な特別な事情がある」とされた場合には、
国保法第44条で「減免できる」と規定されている。これ
は、主として非常災害時などに適用されていたもの。昨
年9月に、自己負担が大きく、支払いが困難な低所得者も
医療費負担を減じられるとする条件が明確化された。
　減免した医療費は、2分の1を国が補てんするため、
市では補助対象となる基準の条件に沿った要綱を定
め、実施する予定にしている。

介護保険について
（年金でも入れる特養ホームの増設を）

　年金でも入れる特養ホームの増設を望む声が
多くある。第5期介護保険事業計画の策定にあ
たり待機者解消を正面にした目標設定を望むが
見解は。
　介護認定を受けているが利用料を払えず施設
入所や介護利用が受けられない人に、市独自の
軽減策を講ずるべきと考えるが見解は。

問い問い

答え　平成23年度までの第４期介護保険事業計画に沿
って施設整備を行い、待機者の解消を図っている。
　施設の増加は、直接介護給付費に影響するため、第5期
計画策定では、サービス供給と保険料負担とのバランス
を見ながら、待機者解消に向け適切な施設整備をしたい。
　また、社会福祉法人による利用料軽減制度や、施設サ
ービス利用時の軽減制度を実施し、一定要件の下で特養
ホーム入所者等の軽減を図っている。要支援・要介護認
定者の中には、収入が少なく、サービス利用を制限してい
る実態もあり、独自軽減策を慎重に検討していきたい。

市内の特別養護老人ホーム
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入倉　直作五十嵐　孝
直売所の取り組みについて

　都市間交流などを含めた観光を構築し、松塚
漁港の直売所についても、「紫雲の郷館」等の
施設との連携で臨海学校等をめざし、校外教育
と一般市民の健康的な余暇活動と双方を受け入
れ、行政、JA、生産者、消費者との連携で直売
所の取り組みが必要と思うが。

問い問い

答え　JA北越後で協議を進める直売所や、今後、建設
を検討する松塚漁港の直売所は、単なる直売所にとど
まらず、月岡温泉や市内観光施設との連携により、市
内外の観光客を誘致することが重要である。
　特に農産物直売所は、健康をキーワードにアスパラ
や越後姫などの特産物を売り込むことが新発田農業の
発展につながる。観光振興と連携して家族が楽しめる
ストロベリーパーク的な構想も視野に入れ検討し、「住
みよいまち日本一、健康田園文化都市 しばた」の実現
につなげたい。

平成23年度一般会計予算案について

　市長は平成23年度の予算編成にあたり、製
造業などで景気が回復基調にあると言っている
が、市の経済情勢、景気の動向をどう捉えてい
るのか。
　また、人件費1割削減、成長戦略で仕事を作
るなどの公約の実現に向け、どう取り組んでい
くのか考えを聞きたい。市債残高が年度末で約
500億円と見込んでいるが、将来、財政硬直化
の要因になることはないのか。

問い問い

答え　内閣府は2月に「景気は持ち直しの動きが見られ
るが、失業率が高く厳しい状況」との認識を示した。
市の状況も同様で、製造業の回復基調で法人市民税が
増となるが、個人市民税では減額が見込まれる。
　新年度予算の編成では、現下の状況を踏まえ、健康、
福祉、教育に重点を置き、社会的弱者対策や雇用対策に
取り組み、財源を生むために産業振興に力を注いだ。
　「まちづくり実行プラン」に掲げた取り組みは、計画
的に検討し、早期に具体化を進めたい。合併建設事業
の影響で、市債残高がさらに増加すると試算するが、
計画的な事業実施で健全財政を維持できる。

加治川水系について

　基幹産業である水田農業において、必要不可
欠な加治川水系受益地域の基幹的水利施設の老
朽化が目立ち、国営土地改良事業「加治川2期
地区」改修工事の事業計画が打ち出され、受益
者負担分は約241億円と聞くが、事業の重要性
及び農業情勢の悪化の現状を踏まえ、「地元負担
軽減」についての考えは。

問い問い

答え　国営加治川農業水利事業によって築造された内
の倉ダム、各頭首工、用水路の各施設は老朽化による機
能低下で用水不足が生じ、用水の安定確保に支障をきた
している。国県に事情を訴え続け、国営かんがい排水事
業加治川2期地区の平成24年度着工をめざしている。
　事業費の負担は、国、県、市のほか、地元農家の負
担枠も設けられている。受益者負担は当然であり、ガ
イドラインが示され、これに沿う負担区分は堅持すべ
きと考える。
　しかし、農業が大変厳しい状況であり、ガイドライ
ンは堅持しつつも、別な形で支援できればと検討して
いるところである。はっきりとした回答には、もう少
し時間をいただきたい。

学校統廃合及び耐震化の取り組みの現状と
今後の方針、展望について

　小学校の統廃合は、生徒数の現状や競争意識
の低下で学力が落ちている状況、人件費などを
考えるとやむを得ないと思う。現在の取り組み
状況、地域の反応、今後の見通しについて聞き
たい。

問い問い

答え　望ましい教育環境の方針を基に、複式学級の解消
や学校耐震化との調整を優先的に要する学校区から説
明会に入っており、年度内で最初の説明会を終えたい。
　川東地域では、方針策定以前より地域課題として受
け止め、積極的な取り組みから統合が決まり、開校に
向けた準備を進めている。他の地域では、説明会がス
タートしたばかりで統廃合の実現の判断は難しい状況
である。地域にとって学校の統廃合は大きな問題で、
合意形成にはしばらく時間がかかると考えている。

松塚漁港

新発田市まちづくり実行プラン
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会派代表質問

宮島　信人伊藤　　久
市政運営について平成23年度新発田市一般会計予算について

　合併まちづくり建設計画はどうなるのか。適正
規模の自治体とは。聖籠町との関係はどう考える
のか。市長の予算編成に対する自信と抱負は。
　健康文化都市には、元気な高齢者施設が必
要。ゲートボール、グラウンドゴルフ、卓球等
の設備の老朽化に対して、改修等を行う考えは
ないか。
　また、障がい者、高齢者の雪下ろし対策にお
いて、建設業者が減少する中で円滑な除雪もで
きない。地元業者の育成について伺う。

問い問い
　平成23年度一般会計予算は、414億3000万
円で対前年度比23億5000万円と6％の増であ
る。福祉政策、社会資本整備、産業振興対策等
は、いずれも重要施策だが、積極的予算を打ち
出した中で、最優先する施策はどの分野なのか。

問い問い

答え　平成21年度に新たな重要政策課題も含め合併建
設計画が見直されたが、駅の橋上化は中止することに
した。残る重要政策課題は、27年度までの合併特例債
などの財源を活用し事業を継続していく。健全な財政
基盤の確立を図り、効率よく行政運営できる規模が、
自治体の適正規模である。新潟州構想などで、取り巻
く環境の変化に対し、周辺市町村との関係を検討する
必要がある。聖籠町とは、合併を含めた連携強化を検
討すべきと思っている。予算編成は、暮らしを支え、
将来に希望を持てるまちづくりに向け、実質的な第一
歩を踏み出せた。
　体育施設の利用では、貸出時間を工夫するなどして
きたが、今後も運用上の改善を重ねていく。また、施
設の改修等は、年次的、計画的に進めたい。
　除雪に関しては、建設業者だけでなく農業生産法人
など広く門戸を広げ万全を期しているが、将来的な課
題として研究したい。また、建設業者は、災害時の対
応などの役割も担っており、地元業者の育成は重要な
課題であり、当市発注工事は原則市内業者とする。

答え　現在の「市まちづくり総合計画」を基本とし、
公約に掲げた「まちづくり実行プラン」を織り合わ
せ、23年度予算に反映できるものは積極的に計上した。
　政策に優先順位をつけ政策効果を高め、行財政改
革、財源確保とともに、健康や教育、福祉、地元産業
育成など必要なところに重点的に投資を行い、市民の
暮らしを支援する政策を進める。
　具体的には、子ども医療費の助成拡大、障がい者や
高齢者世帯の屋根雪下ろし助成新設など社会的弱者へ
の支援に重点を置いた。産業面では、農産物の加工・
販売技術開発支援など、豊かな市民生活のための産業
振興に力を入れた。

教育課題について

　財政状況を踏まえた学校統廃合についての考
え方、いじめや不登校についての対策は。

問い問い

答え　将来的な学校改築や特別支援教育の充実、教育
設備の拡充、少人数教育への対応などの教育課題の改
善には、いっそうの投資が必要であり、学校統廃合は
財政状況も勘案し総合的に判断したものである。
　いじめや不登校等の問題の解消には、家庭・地域と
の連携が不可欠であり、教育委員会を含め児童相談所
などとの連携も大切であると各学校を指導している。

土地改良事業及び農業問題（TPP）について

　国の農業農村整備予算が削減され、内の倉ダ
ム関連施設の老朽化により将来に不安を抱える
が、国営加治川2期地区が平成24年工事着工に
向け検討されている。すでに実施中の農地防災
事業の福島潟周辺における治水問題は、整備に
必要不可欠である。「食の循環によるまちづく
り」を推進している当市では、農業農村整備事
業は重要で市独自の農家負担軽減の取り組みは
行うのか。

問い問い

答え　農業農村整備は、農業を支援するために、貯水
池や水路の建設、農地整備、農業用道路整備、農村の
環境整備などの事業である。また、災害防止や自然環
境の保全など、多面的機能を発揮することがねらいで
あり、その役割は極めて大きい。
　「食」を支えるだけでない重要な施策であると認識す
るが、受益者負担の原則に基づき一定の責務を負うこ
とには理解をしてもらいたい。
　しかし、農業以外の多面的効果を検証しながら、ど
のような支援ができるか検討していきたい。

加治川第2頭首工
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市子ども会連合会を拡大するには
市所有の民俗文化財の保存と活用を

一般質問とは

　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から市政全般に関して執行機関に対する
疑問を質

ただ

したり、所信の表明を求めたりするも
ので、定例会に限って認められています。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。このことにより、市長や教
育長などがあらかじめ準備をしておくことで、
質問に対して的確な答弁が期待されることにな
ります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問を行うこともあ
ります。
　この場合は、1人につき制限時間の45分以内
に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一答方
式」で、深まった議論を展開することになりま
す。

問
い　

学
校
週
５
日
制
で
、
年

間
約
１
５
０
日
の
余
暇
活
動
で

は
小
中
学
生
を
軸
に
、
市
子
ど

も
会
連
合
会
等
が
あ
る
。
少
子

化
や
指
導
者
不
足
、
資
金
不
足

で
合
併
以
来
、
活
性
化
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

市
長
の
言
う
「
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
た
め
に
」
の
遊
び

や
異
年
齢
集
団
活
動
、
中
高
校

生
の
リ
ー
ダ
ー
化
も
含
め
て
、

全
市
の
活
力
を
願
う
が
市
長
の

考
え
は
。

答
え　

青
少
年
健
全
育
成
の
推

進
で
、
青
少
年
の
余
暇
活
動
の
充

実
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
変
化
で
、
青
少
年
の

各
団
体
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
会
は
、
異
な
る
年
齢
の

子
ど
も
達
が
「
遊
び
」
を
通
し
て
、

自
ら
判
断
、
行
動
す
る
能
力
や

社
会
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
大
切

な
活
動
で
あ
る
。
青
少
年
団
体
の

育
成
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、

対
応
は
難
し
く
学
校
、
保
護
者
、

地
域
等
と
連
携
し
対
応
し
た
い
。

問
い　

か
つ
て
赤
谷
か
ら
街
部

ま
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
め
た

多
量
の
民
具
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
空
店
舗
な
ど
の
施

設
を
用
い
て
展
示
し
、
昔
の
庶

民
の
生
活
風
に
並
べ
、
物
語
化

し
、
小
中
学
生
の
総
合
学
習
や

食
の
循
環
教
育
、
高
齢
者
学
級

の
学
習
の
場
に
活
用
で
き
れ
ば

と
思
う
が
、
市
教
育
委
員
会
の

考
え
を
伺
う
。

答
え　

有
形
民
俗
文
化
財
は
、

適
切
に
整
理
、
保
存
、
展
示
活
用

す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
所
蔵
品
の
有
効
活
用

に
努
め
た
が
、
専
用
展
示
施
設
を

持
た
な
い
中
で
は
限
界
が
あ
る
。

　

提
案
の
展
示
方
法
は
、
展
示

活
用
の
一
方
策
で
あ
る
が
、
単

に
陳
列
す
る
だ
け
で
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
と
言
え
ず
、
活
用
方
法
の

研
究
が
肝
要
で
あ
る
。
組
織
改

正
で
新
た
に
文
化
行
政
室
を
設

け
、調
査
研
究
と
実
践
を
重
ね
、

商
店
街
担
当
部
署
と
も
話
し
合

い
、
一
歩
で
も
前
進
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

Ｑ 

民
具
を
展
示
し
、
学
習
の
場
に
活
用
で
き
な
い
か

 

Ａ 

文
化
行
政
室
を
設
け
、
研
究
等
を
重
ね
た
い

Ｑ 

子
ど
も
の
余
暇
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
考
え
は

 

Ａ 

学
校
、
地
域
等
と
連
携
し
対
応
し
た
い

大栄商店街にある施設に収蔵されている民具大栄商店街にある施設に収蔵されている民具
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問
い　

市
長
は
こ
れ
ま
で
の

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を

見
直
し
、
自
ら
の
「
ま
ち
づ
く

り
実
行
プ
ラ
ン
」
を
織
り
込
ん

だ
「
新
総
合
計
画
」
を
１
年
か

け
て
策
定
す
る
と
し
た
。
そ
こ

で
、
23
年
度
優
先
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
推
進
施
策
に
つ

い
て
伺
い
、
市
長
の
政
治
理
念

や
政
治
手
法
を
問
う
。

　

第
１
に
、
旧
県
立
病
院
跡
地

取
得
事
業
に
つ
い
て
、
取
得
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の

構
想
を
伺
う
。

　

第
２
に
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
所
得
制
限

を
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
理
由

を
伺
う
。

　

他
に
、
小
学
校
の
統
廃
合
、

新
市
庁
舎
建
設
、
総
人
件
費
削

減
問
題
や
地
域
協
働
推
進
部
を

廃
止
し
た
理
由
な
ど
伺
う
。

答
え　

病
院
跡
地
の
利
活
用

は
、
昨
年
８
月
策
定
の
整
備
計

画
を
基
に
整
備
を
進
め
る
。
短

期
の
整
備
計
画
で
は
、
用
地
取

得
後
５
年
を
目
途
に
防
災
拠
点

に
も
活
用
で
き
る
公
園
と
し
て

整
備
を
進
め
る
。中
長
期
に
は
、

地
域
交
流
・
情
報
発
信
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
に
臨
機
応
変
な

対
応
が
必
要
な
た
め
段
階
的
な

整
備
を
目
指
す
。

　

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
広
く

市
民
等
の
意
見
や
提
案
を
聴

き
、
適
宜
計
画
を
見
直
し
、
よ

り
効
率
的
な
事
業
実
施
と
な
る

よ
う
に
進
め
た
い
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
が
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
９

月
か
ら
通
院
、
入
院
と
も
所
得

制
限
を
撤
廃
し
、
小
学
校
卒
業

ま
で
の
子
ど
も
全
員
に
平
等
に

医
療
費
の
助
成
を
行
う
。
県
も

９
月
か
ら
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
同
様
に
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
。

　

学
校
統
廃
合
は
、
学
校
耐
震

化
計
画
も
見
据
え
、
基
本
方
針

に
沿
っ
て
取
り
組
む
べ
き
。
新

庁
舎
建
設
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

広
報
紙
に
折
り
込
む
専
用
ハ
ガ

キ
で
回
答
願
う
。
人
件
費
削
減

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
混
乱

を
招
か
な
い
範
囲
内
で
慎
重
に

検
討
し
具
体
化
し
た
い
。
地
域

協
働
推
進
部
は
、
関
連
性
の
高

い
市
民
生
活
部
と
発
展
的
に
統

合
し
、
一
体
的
に
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

Ｑ 

市
長
の
政
治
理
念
や
政
治
手
法
を
問
う

 

Ａ 

市
民
等
の
意
見
等
を
聴
き
効
率
的
に

事
業
実
施
し
た
い

平成23年度政策大綱に掲げる施策
について

市川市防災公園を視察した新発田駅周辺等整備調査特別委員会市川市防災公園を視察した新発田駅周辺等整備調査特別委員会

問
い　

新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り

振
興
公
社
の
解
散
に
伴
い
、
市

の
体
育
施
設
等
が
４
月
１
日
か

ら
市
の
直
接
の
運
営
と
な
る
。

長
年
公
社
職
員
が
蓄
積
し
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な

り
、
管
理
運
営
は
う
ま
く
い
か

ず
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
免
れ

な
い
。
し
か
も
現
公
社
職
員
の

雇
用
を
提
示
す
る
も
生
活
保
障

が
で
き
な
い
方
針
で
あ
る
。
直

営
後
早
い
時
期
に
検
討
を
加

え
、
法
人
組
織
等
で
指
定
管
理

者
制
度
に
戻
す
方
針
決
定
を
す

べ
き
。
そ
の
時
期
は
９
月
頃
ま

で
と
判
断
す
る
。

　

市
長
並
び
に
教
育
長
は
公
社

職
員
の
長
年
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の

か
。
ま
た
、
直
営
実
施
後
の
運

営
方
針
を
早
い
時
期
に
出
す
べ

き
と
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

Ｑ 

体
育
施
設
等
は
指
定
管
理
者
制
度
に
戻
す
べ
き

答
え　

市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公

社
の
理
事
会
が
、
総
合
的
な
判

断
に
よ
り
、
３
月
末
日
の
解
散

を
決
議
し
た
。

　

市
で
は
、
時
間
的
制
約
の
あ

る
中
、
４
月
以
降
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に

慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
直
営

し
か
な
い
と
判
断
し
た
。

　

体
育
施
設
で
は
、
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
に
施
設
管
理
係

を
創
設
し
、
専
任
職
員
を
配
置

す
る
。
必
要
な
引
き
継
ぎ
を
行

い
雇
用
希
望
の
公
社
職
員
を
適

切
に
配
置
す
る
な
ど
、
市
民
に

不
便
や
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
た
。
雇
用
に
関
し
て
は
、

市
の
条
例
規
定
に
合
致
す
る
も

の
で
は
な
く
、
過
去
に
解
散
し

た
第
３
セ
ク
タ
ー
で
の
対
応
、

現
在
の
直
営
管
理
施
設
で
の
雇

用
条
件
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

多
角
的
に
検
討
し
た
中
で
、
最

大
限
の
雇
用
条
件
と
し
た
。

　

次
年
度
以
降
の
管
理
方
法

は
、
４
月
か
ら
の
円
滑
な
移
行

が
大
前
提
で
、
そ
の
中
で
最
適

な
管
理
運
営
の
内
容
や
方
法
を

確
認
、検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
答
え
は
で
な
い
。

 

Ａ 

最
適
な
管
理
運
営
の
内
容
や
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
答
え
は
で
な
い

新発田市まちづくり振興公社解散
について

五十公野公園陸上競技場五十公野公園陸上競技場
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問
い　

旧
豊
浦
町
と
の
合
併
建

設
計
画
登
載
事
業
に
大
沢
集
落

内
の
た
め
池
４
ha
を
親
水
公
園

と
し
て
整
備
す
る
計
画
だ
っ
た

が
、
片
山
前
市
政
で
見
直
し
凍

結
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
水

害
に
な
っ
て
農
地
の
浸
冠
水
と

小
中
学
生
の
通
学
路
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
た
め
池
内

の
土
砂
や
木
の
排
除
を
行
い
、

貯
水
能
力
を
高
め
て
、
水
害
防

止
を
強
く
望
み
た
い
。

答
え　

豊
浦
中
学
校
付
近
の
中

江
川
は
大
雨
に
よ
る
県
道
冠
水

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
、
合
併

建
設
計
画
で
は
、
中
江
川
等
の

改
修
と
、
大
沢
た
め
池
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

等
を
行
い
親
水
公
園
と
し
て
の

整
備
を
予
定
す
る
。

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に

採
択
さ
れ
た
が
、
多
額
の
費
用

と
長
期
の
事
業
と
な
り
、
完
了

の
目
途
は
た
っ
て
い
な
い
。

　

大
沢
た
め
池
の
洪
水
調
整
機

能
化
は
、
当
面
の
対
策
に
有
効

で
あ
り
検
討
し
た
い
。

問
い　

猿
害
対
策
は
長
期
化
し

効
果
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
今

年
度
は
、
４
人
の
嘱
託
職
員
雇

用
と
テ
レ
メ
ト
リ
発
信
機
４
機

を
購
入
し
た
が
成
果
は
ど
う
か
。

　

１
群
に
１
人
位
の
雇
用
で
動

向
調
査
し
、
地
図
化
し
、
本
田

山
山
系
か
ら
２
９
０
号
線
上
に

追
い
払
い
を
実
行
し
て
ほ
し
い
。

　

今
後
は
、
捕
殺
を
重
視
し
、

職
員
に
狩
猟
免
許
を
考
え
即
応

態
勢
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

答
え　

猿
の
遊
動
域
調
査
を
行

い
な
が
ら
、
花
火
に
よ
る
加
害

猿
の
追
払
い
を
実
施
し
た
。
群

の
行
動
範
囲
を
把
握
で
き
、
Ｊ

Ａ
各
支
店
で
の
情
報
共
有
化
に

よ
っ
て
効
果
的
な
追
払
い
が
で

き
た
。
一
定
効
果
が
あ
り
、
23

年
度
も
緊
急
雇
用
を
活
用
し
嘱

託
職
員
の
採
用
を
考
え
て
い
る
。

　

檻
を
利
用
し
た
捕
獲
は
有
効

と
考
え
、
年
次
的
に
檻
を
購
入

し
た
い
。
捕
殺
な
ど
の
狩
猟
行

為
は
、
個
人
の
資
格
や
行
為
で

あ
り
、
職
員
の
狩
猟
免
許
の
取

得
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ 

猿
害
対
策
は
狩
猟
免
許
取
得
者
の
雇
用
な
ど
体
制
強
化
を

 
Ａ 

現
体
制
の
中
で
防
除
対
策
を
進
め
て
い
く

Ｑ 

大
沢
た
め
池
整
備
で
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
確
保
を

 

Ａ 

当
面
の
対
策
に
有
効
で
あ
り
検
討
し
た
い

市の雇用促進と戦略について
新発田市の望ましい教育環境と
通学支援について

大沢ため池の整備について
猿害等の対策について

問
い　

働
き
た
い
が
働
く
場
、

働
く
機
会
が
少
な
い
。
雇
用
は
ま

だ
厳
し
い
環
境
に
あ
り
、
失
業
率

が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
市

の
雇
用
促
進
策
と
戦
略
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
策
を
伺
う
。

答
え　

21
年
度
か
ら
県
補
助
事

業
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど

を
活
用
し
、
毎
年
１
０
０
名
以

上
の
失
業
者
の
雇
用
を
行
政
、

民
間
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
23
年
度
も
引
き
続
き
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

雇
用
対
策
は
、
市
単
独
で
効

果
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、

今
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工

会
議
所
と
連
携
し
、
支
援
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
い　

地
震
に
よ
り
建
物
が
崩

れ
落
ち
た
惨
事
、
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
状
況
が
未
だ
に
耐
震
化

工
事
も
さ
れ
て
い
な
い
、
市
内

で
一
番
古
く
耐
震
診
断
も
一
番

低
い
数
値
の
二
葉
小
学
校
に
起

き
な
い
こ
と
を
祈
る
。

　

地
域
、
保
護
者
が
、
学
校
の

統
合
に
理
解
を
示
さ
な
い
限
り
、

校
舎
の
耐
震
化
も
さ
れ
ず
、
統
合

も
で
き
な
い
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

地
域
住
民
は
怒
り
さ
え
覚
え
て
い

る
。
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ

る
早
急
な
対
応
を
要
望
す
る
。

　

小
中
学
校
の
通
学
路
は
交
通

量
も
、
冬
期
間
の
道
路
状
況
も

昔
と
違
う
。
統
廃
合
が
進
め
ば

学
校
の
距
離
も
遠
く
な
る
。
望

ま
し
い
教
育
環
境
に
お
い
て
の

通
学
距
離
、
通
学
方
法
、
通
学

支
援
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答
え　

通
学
方
法
の
現
状
は
、

小
学
校
４
㎞
未
満
、
中
学
校
６
㎞

未
満
は
原
則
徒
歩
と
し
、
そ
れ
以

上
は
、
過
去
の
学
校
統
廃
合
条
件

で
通
学
支
援
と
し
路
線
バ
ス
の
乗

車
定
期
券
支
給
や
市
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
運
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

交
通
量
の
増
加
や
不
審
者
、熊
、

猿
の
出
没
な
ど
の
危
険
な
状
況
の

発
生
時
は
、
実
態
を
考
慮
し
た
通

学
支
援
を
し
て
い
る
。
統
合
に
伴

う
対
策
と
し
て
、
通
学
が
遠
距
離

と
な
る
地
域
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

等
を
運
行
す
る
な
ど
、
実
情
を
勘

案
し
て
個
別
に
協
議
、
支
援
す
る
。

Ｑ 

雇
用
促
進
策
と
戦
略
に
つ
い
て
具
体
策
は

 

Ａ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し

支
援
し
た
い

Ｑ 

望
ま
し
い
教
育
環
境
に
お
け
る
通
学
支
援
の
あ
り
方
は

 

Ａ 

実
情
を
勘
案
し
て
個
別
に
協
議
、
支
援
す
る

日渡にある日渡にある
ハローワーク新発田ハローワーク新発田

豊浦地区にある大沢ため池豊浦地区にある大沢ため池
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支えあう地域社会づくりについて
教育行政について

平成23年度予算での
新発田市経済の活性化策

問
い　

１
、
高
齢
者
の
地
域
支

援
①
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
、
②
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
、
機
能

強
化
、
③
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
の
導
入
、
④
買
い

物
支
援
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

等
の
導
入
。
２
、
子
育
て
に
悩
む

母
親
な
ど
の
支
援
体
制
。
３
、
児

童
虐
待
防
止
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
へ
の
予
防
対
策
。

４
、
訪
問
支
援
や
「
認
知
行
動

療
法
」
等
で
効
果
的
な
う
つ
病

対
策
。
５
、
ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も

り
へ
の
相
談
窓
口
、
支
援
体
制
。

答
え　

１
、
①
地
域
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
た
継
続
的
な
見

守
り
を
実
施
。
②
５
つ
の
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
地
域
福
祉
拠
点

と
し
て
き
め
細
や
か
な
対
応
に

努
め
る
。③
昨
年
度
か
ら
生
活
・

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
④
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。２
、

市
内
７
カ
所
の
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。

３
、
広
報
等
で
の
通
報
周
知
や

啓
発
活
動
を
行
い
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
４
、
早
期
発
見

に
努
め
、
適
切
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

を
図
る
。
５
、
新
潟
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連

携
し
、
新
発
田
サ
テ
ラ
イ
ト
を

設
置
し
、
有
資
格
者
に
よ
る
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

問
い　

１
、
学
級
編
成
の
標
準

法
改
正
の
影
響
や
い
じ
め
・
不

登
校
対
策
は
。
２
、
障
が
い
が

あ
る
児
童
生
徒
の
支
援
体
制
や

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
に
至
る

ま
で
の
一
貫
し
た
特
別
支
援
教

育
の
取
り
組
み
は
。

答
え　

１
、
適
応
指
導
教
室
の

設
置
、
家
庭
訪
問
指
導
、
教
育

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
２
、
県
内
で

い
ち
早
く
特
別
支
援
教
育
推
進

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
情
報
交

換
や
教
育
相
談
、
啓
発
活
動
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 

い
じ
め
・
不
登
校
に
対
す
る
支
援
体
制
は

 

Ａ 

情
報
交
換
や
相
談
、啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

Ｑ 

支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

  

Ａ 

関
係
機
関
や
地
域
等
と
の
連
携
で
対
応
す
る

まちの駅内にある新潟地域若者サポートステーションまちの駅内にある新潟地域若者サポートステーション
新発田サテライト新発田サテライト

問
い　

中
小
零
細
企
業
に
対
す

る
支
援
と
今
後
の
推
進
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

中
央
で
は
回
復
基
調
が
見
ら

れ
る
が
、
当
市
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
制
度
融
資
を
願
う

も
の
で
あ
り
、
商
店
街
の
空
店

舗
対
策
や
農
業
の
振
興
策
で
地

場
農
産
品
と
観
光
と
の
連
携
に

よ
る
新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

と
、
６
次
産
業
の
取
り
組
み
を

新
発
田
市
が
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
建
設
土
木
業
も
公
共

工
事
が
不
足
す
る
中
、
厳
し
い

経
営
が
続
い
て
い
る
。

　

当
市
独
自
の
工
事
を
地
元
優

先
に
発
注
す
る
支
援
策
を
考

え
、
入
札
制
度
も
見
直
し
て
地

元
企
業
育
成
に
柔
軟
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

　

全
業
種
が
大
変
厳
し
い
環
境

で
あ
り
支
援
策
を
願
う
。

答
え　

制
度
融
資
は
、
中
小
企

業
向
け
資
金
と
し
て
、
使
途
別

に
低
利
で
利
用
で
き
る
各
種
資

金
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
小
企
業
活
性
化
推
進
基
本
条

例
に
基
づ
く
設
備
資
金
を
利
用

し
て
改
装
等
を
行
う
際
に
、
市

内
業
者
へ
の
発
注
で
優
遇
利
率

と
な
る
融
資
制
度
は
、
県
内
で

も
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

有
機
た
い
肥
等
を
活
用
し
た

新
発
田
産
農
産
物
の
差
別
化
や

健
康
に
資
す
る
高
機
能
野
菜
の

特
産
化
が
、「
新
発
田
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
確
立
さ
れ
、
成
長

戦
略
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

６
次
産
業
の
取
り
組
み
は
、

加
工
品
の
開
発
、
流
通
・
販
売
、

加
工
・
販
売
の
３
つ
の
視
点
で

行
っ
て
い
る
。
首
都
圏
等
に
販

路
の
拡
大
を
進
め
る
事
業
や
商

品
開
発
・
食
品
加
工
技
術
の
開

発
等
の
事
業
を
新
年
度
に
実
施

予
定
し
て
い
る
。

　

工
事
発
注
は
、
基
本
的
に
市

内
業
者
を
優
先
し
て
お
り
、
今

後
も
可
能
な
限
り
地
元
優
先
を

継
続
す
る
。
入
札
に
つ
い
て
も

地
域
貢
献
度
を
評
価
で
き
る
総

合
評
価
落
札
方
式
を
拡
大
す

る
。
市
独
自
の
受
注
機
会
の
拡

大
策
に
よ
る
支
援
を
考
え
て
お

り
、
均
衡
あ
る
受
注
機
会
確
保

に
向
け
た
分
析
、検
討
も
行
う
。

Ｑ 

全
業
種
が
厳
し
い
環
境
で
あ
る
中
で
支
援
策
を
願
う

 

Ａ 

市
独
自
の
受
注
機
会
の
拡
大
策
に
よ
る

支
援
も
考
え
て
い
る

新発田ブランド
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問
い　

新
潟
い
の
ち
の
電
話
後

援
会
下
越
支
部
か
ら
、
昨
年
６

月
定
例
市
議
会
に
「
自
殺
対
策

条
例
」
を
求
め
る
請
願
書
が
提

出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
執
行
部

で
「
自
殺
対
策
庁
内
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
協
議
を
し
た
結

果
、「
自
殺
対
策
条
例
」
を
制

定
す
る
と
の
こ
と
。

　

市
の
姿
勢
を
市
民
に
示
す
こ

と
に
よ
り
、
自
殺
防
止
の
意
識

啓
発
が
高
ま
る
。

　

ま
た
、
全
庁
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
関
係
機
関
、
団
体
と

密
接
に
連
携
し
充
実
強
化
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

生
き
が
い
の
持
て
る
新
発
田
市

を
実
現
す
る
た
め
、早
急
な「
新

発
田
市
自
殺
対
策
条
例
」
の
制

定
を
求
め
る
が
、
進
捗
状
況
と

条
例
の
要
旨
、
工
程
に
つ
い
て

伺
う
。

答
え　

昨
年
６
月
定
例
会
で
自

殺
対
策
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

の
請
願
が
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
、
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
条
例
制
定
に
よ
り
自
殺

防
止
啓
発
の
全
市
的
な
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
今

年
６
月
定
例
会
で
条
例
制
定
案

を
上
程
す
る
こ
と
で
事
務
を
進

め
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
国
の
「
自
殺
対

策
基
本
法
」
を
踏
襲
し
つ
つ
、

他
市
の
例
も
参
考
に
、
市
民
が

「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
認
め

合
い
、
市
民
み
ん
な
で
支
え
あ

う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
条
例
の
要
旨
と
す
る
。

　

請
願
者
か
ら
意
見
を
聞
い
て

お
り
、
今
後
、
保
健
所
、
医
師

会
、
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
な

ど
か
ら
条
例
案
に
つ
い
て
意
見

を
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
報
紙
等
で
市
民
に

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。
行

動
計
画
を
策
定
し
、
自
殺
防
止

の
た
め
の
事
業
経
費
の
予
算
措

置
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

早
急
な
「
新
発
田
市
自
殺
対
策
条
例
」

制
定
を
望
む
が
進
捗
状
況
と
要
旨
、
工
程
は

問
い　

県
立
病
院
跡
地
が
市
へ

移
管
と
な
る
こ
と
か
ら
、
跡
地

活
用
整
備
計
画
が
市
よ
り
提
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
に

市
民
団
体
よ
り
、
跡
地
に
「
複

合
的
歴
史
資
料
館
建
設
を
」
と

の
請
願
が
出
さ
れ
議
会
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。
市
は
、
跡
地
購

入
と
同
時
に
跡
地
の
具
体
的
構

想
に
入
る
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　

歴
史
資
料
館
建
設
を
急
ぐ
べ

き
理
由
と
し
て
次
の
２
つ
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
い

か
が
か
。

１
、
資
料
の
膨
大
さ
か
ら
調
査

に
は
、（
構
想
を
含
め
）
相
当

の
期
間
を
要
す
る
こ
と
。

２
、
観
光
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
。

　

市
は
、
今
か
ら
構
想
策
定
に

入
る
べ
き
、
併
せ
て
資
料
館
に

は
新
発
田
出
身
の
偉
人
、
人
物

顕
彰
を
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

Ｑ 

歴
史
資
料
館
建
設
に
向
け
構
想
策
定
に

　
　
　
　
　

入
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は

 

Ａ 

国
の
自
殺
対
策
基
本
法
を
踏
襲
し
つ
つ
、

広
く
意
見
を
も
ら
い
６
月
制
定
を
目
指
す

答
え　

県
立
病
院
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
整
備
計
画
で
は
、

用
地
取
得
後
、
５
年
間
を
目
途

と
す
る
短
期
の
整
備
、
６
年
目

以
降
の
中
長
期
の
整
備
と
し
て

策
定
し
て
い
る
。

　

短
期
で
の
整
備
手
法
は
、
防
災

拠
点
と
し
て
も
活
用
で
き
る
芝
生

公
園
の
整
備
計
画
手
法
を
検
討
し

て
い
る
。
中
長
期
で
は
、
必
要
な

時
期
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
歴
史
資
料
館
も
含
め
、「
複
合
・

生
涯
学
習
施
設
」
と
し
て
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

資
料
館
の
建
設
を
急
ぐ
理
由

の
１
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習

課
に
文
化
行
政
室
を
設
け
、
調

査
、
保
存
等
を
進
め
る
。
図
書

館
に
は
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

嘱
託
職
員
を
雇
用
し
、
整
理
分

類
等
を
進
め
る
。
２
に
つ
い
て

は
、
歴
史
と
観
光
を
兼
ね
合
わ

せ
た
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
と

連
続
性
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
資
料
館
整
備
の
検
討

に
際
し
、
人
物
顕
彰
を
図
れ
る

よ
う
組
み
入
れ
て
み
た
い
。

「新発田市自殺対策条例」の
制定について

県立病院跡地活用・
歴史資料館建設について

県立新発田病院跡地県立新発田病院跡地

 

Ａ 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
財
政
計
画
と
の
整
合
を
図
り

複
合
・
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
整
備
検
討
す
る
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駅前にある大規模遊休地の
利活用について

問
い　

新
発
田
駅
周
辺
整
備
事

業
の
お
か
げ
で
周
辺
道
路
は
整

備
さ
れ
た
が
、
人
の
賑
わ
い
は

な
い
。
市
長
は
駅
東
口
の
整
備

を
重
点
に
置
い
た
駅
周
辺
整
備

事
業
を
継
続
し
た
い
と
述
べ
た

が
、
市
の
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」

に
と
っ
て
一
番
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
駅
前
大
規
模
遊
休
地
の

利
活
用
と
考
え
る
が
市
長
の
見

解
を
問
う
。

　

駅
橋
上
化
中
止
は
、
主
に
財

政
面
で
の
み
語
ら
れ
て
き
た
。

本
来
は
、
新
発
田
城
周
辺
を
含

め
た
「
新
発
田
ら
し
さ
」
を
創

造
す
る
た
め
に「
駅
の
橋
上
化
」

が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て
論
議

す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
新
発
田
ら
し
さ
」

の
創
造
に
と
っ
て
、
な
ぜ
「
駅

の
橋
上
化
」
を
不
要
不
急
の
も

の
と
判
断
し
た
の
か
。

答
え　

新
発
田
駅
東
西
の
交
流

を
図
り
、
駅
を
中
心
と
し
た
地

域
が
賑
わ
う
こ
と
が
、
ま
ち
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　

し
か
し
、
新
発
田
駅
前
は
、

通
勤
、
通
学
で
の
駅
利
用
者
の

集
え
る
場
所
が
な
く
、
観
光
客

へ
の
観
光
案
内
や
、
も
て
な
し

施
設
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
、
市
民
等
の
意
見
を
聞

き
、
駅
前
の
大
規
模
遊
休
地
活

用
を
検
討
し
、
な
る
べ
く
早
く

一
定
の
方
向
を
示
し
た
い
。
ま

だ
、財
政
的
裏
付
け
は
な
い
が
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
ポ
イ
ン
ト
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

駅
の
橋
上
化
中
止
は
、
ま
ち

づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た

政
策
に
基
づ
き
総
合
的
な
観
点

か
ら
判
断
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
で
優
先
す
べ
き
は
、
福

祉
・
教
育
の
充
実
と
地
元
産
業

の
育
成
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

決
し
て
財
政
面
だ
け
か
ら
駅

橋
上
化
の
中
止
を
判
断
し
た
の

で
は
な
く
、
必
要
と
さ
れ
る
政

策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
新
発
田
ら
し
さ
」
が
創
造
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ 

に
ぎ
わ
い
創
出
に
は
駅
前
の
大
規
模
遊
休
地
の

　
　
　
　
　
　

利
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

 

Ａ 

財
政
的
裏
付
け
は
な
い
が

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
等
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る

駅前遊休地駅前遊休地

問
い　

①
小
中
学
校
の
使
用
料

減
免
は
当
然
だ
が
、
大
人
の
一
歩

手
前
の
高
校
生
が
感
性
豊
か
に

育
つ
た
め
に
、
ま
た
、
父
母
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
も
減
免
す
べ

き
。
②
東
京
や
新
潟
に
行
か
な
く

て
も
市
内
で
直
接
優
れ
た
芸
術

に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
設
立
さ

れ
た
「
演
劇
鑑
賞
会
」
は
、
不
況

下
、
採
算
が
採
れ
ず
こ
こ
数
年
大

ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
い
。
他

市
の
状
況
を
把
握
し
、
さ
ら
な
る

減
免
を
。
文
化
、
芸
術
面
で
の
政

策
を
重
視
し
て
ほ
し
い
。

答
え　

①
市
内
高
校
へ
の
使

用
料
減
免
は
、
条
例
等
に
は
基

準
が
な
い
。
共
催
・
後
援
に
関

す
る
基
準
で
、
公
益
性
や
文
化

の
普
及
振
興
に
資
す
る
場
合
に

は
、
減
免
制
度
を
受
け
ら
れ
る
。

②
大
ホ
ー
ル
使
用
料
は
、
社
会

教
育
認
定
団
体
は
２
割
減
免
と

な
っ
て
お
り
、
共
催
承
認
事
項

に
該
当
す
れ
ば
申
請
に
よ
り
全

額
減
免
を
受
け
ら
れ
る
。
市
内

文
化
団
体
の
事
業
に
共
催
す
る

こ
と
で
、
会
場
及
び
使
用
備
品

の
使
用
料
免
除
を
行
っ
て
い
る
。

問
い　

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

（
磁
気
ル
ー
プ
）
は
、
集
ま
り

や
街
頭
な
ど
雑
音
の
多
い
場
所

で
も
マ
イ
ク
を
通
し
た
音
を
補

聴
器
（
Ｔ
コ
イ
ル
付
き
）
で
、

は
っ
き
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
す
る
装
置
で
あ
る
。

　

市
の
施
設
に
設
置
し
、「
聴

こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
え　

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

は
、「
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
」
で

あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
た

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
雑
音
が
入

ら
ず
、
目
的
の
音
だ
け
を
鮮
明

に
伝
え
る
特
徴
が
あ
る
と
聞
く
。

　

市
の
約
４
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
耳
が

不
自
由
に
な
っ
た
た
め
に
、
人

付
き
合
い
を
避
け
、引
き
こ
も
っ

て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

市
内
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
て
い
る
公
共
施
設
が

な
く
、
今
後
、
必
要
性
や
有
効

性
等
を
調
査
、
研
究
し
た
い
。

Ｑ 「
磁
気
ル
ー
プ
」
設
置
で
聴
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

 

Ａ 

必
要
性
や
有
効
性
を
調
査
、
研
究
し
て
い
く

市民文化会館利用の減免対象の拡大と
基準の明確化とイベント施設の充実を
市の施設にヒアリングループ（磁気ループ）の設置を

新発田市民新発田市民
文化会館文化会館

Ｑ 

高
校
生
の
市
民
文
化
会
館
利
用
に
減
免
措
置
を

 

Ａ 

市
と
の
共
催
や
後
援
に
よ
り
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
る
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問
い　

地
域
共
同
体
の
再
生
が

急
務
で
あ
る
。
そ
の
中
核
は
地

域
住
民
自
ら
が
課
題
を
認
識

し
、
役
割
を
担
い
、
参
画
す
る

こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
当
市

の
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
予
定

は
あ
る
の
か
。

　

最
重
要
な
地
域
課
題
は
、
小

学
校
統
廃
合
問
題
で
あ
ろ
う
。

学
校
は
地
域
共
同
体
の
象
徴
で

あ
り
、
そ
の
あ
り
方
は
、
本
質

的
に
は
教
育
委
員
会
の
問
題
で

な
く
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

参
画
決
定
す
べ
き
地
域
づ
く
り

の
課
題
で
あ
る
。
市
と
し
て
全

庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
、
創
る

体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

新
長
期
計
画
は
、
地
域
福
祉

総
合
計
画
の
理
念
で
住
民
参
画

を
保
障
す
べ
き
こ
と
は
当
然
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
え　

地
域
に
住
む
市
民
一
人

ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。

　

「
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
地

域
の
住
民
が
主
役
に
な
っ
て
進

め
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み

や
実
践
の
基
本
で
あ
り
、
今
年

度
は
策
定
指
針
を
、
来
年
度
に

は
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

現
在
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
小
学
校
区
が
ひ
と
つ
の
単
位

と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
培
わ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
学
校

の
統
廃
合
問
題
が
、
ま
さ
に
地

域
づ
く
り
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
と
認
識
す
る
。
学
校
統
廃

合
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
地

域
の
課
題
を
自
ら
考
え
、
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
、
住
民
自
治

の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期

待
し
て
い
る
。統
廃
合
問
題
は
、

全
庁
的
な
課
題
と
受
け
止
め
て

お
り
、
市
民
参
画
を
基
本
に
、

教
育
委
員
会
と
関
係
部
局
の
連

携
に
よ
る
地
域
の
支
援
体
制
を

整
え
て
い
る
。

　

新
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
福
祉
計
画
も
重
要
な

関
連
計
画
の
ひ
と
つ
に
な
る
。

 

Ａ 

地
域
住
民
主
役
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

「
地
域
福
祉
計
画
」を
23
年
度
中
に
策
定
す
る

地域づくりの本質
（地域の発展とは何か）

地域福祉地域福祉

Ｑ 

地
域
共
同
体
の
再
生
が
急
が
れ
る
中
、

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
予
定
は
な
い
の
か

聖籠町との合併について

問
い　

新
発
田
市
と
地
理
的
、

歴
史
的
に
つ
な
が
り
が
深
い
聖

籠
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
相
手
か
ら
選
ば
れ
る

た
め
、
積
極
的
に
歴
史
文
化
遺

産
を
整
備
活
用
し
、
魅
力
あ
る

ま
ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
え　

新
発
田
市
と
聖
籠
町

は
、
歴
史
的
な
深
い
つ
な
が
り

や
道
路
交
通
網
、
経
済
、
学
校

教
育
な
ど
の
生
活
圏
に
お
い
て

重
な
る
部
分
が
多
く
、
大
変
に

密
接
な
関
係
に
あ
る
。

　

ま
た
、
新
潟
東
港
で
は
、
定

期
的
な
国
際
航
路
が
開
か
れ
、

港
周
辺
に
数
多
く
企
業
が
立
地

し
、
環
日
本
海
経
済
の
重
要
な

拠
点
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
実

行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
農
商
工
連

携
に
よ
る
事
業
展
開
に
お
い
て

も
、重
要
な
位
置
づ
け
に
な
る
。

　

政
令
指
定
都
市
新
潟
市
に
隣

接
す
る
両
市
町
の
今
後
の
発
展

を
考
え
る
と
、
合
併
は
当
然
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
歴
史

と
文
化
に
育
ま
れ
た
城
下
町
新

発
田
と
豊
か
な
海
洋
資
源
を
持

つ
聖
籠
町
が
共
に
手
を
携
え
れ

ば
、
い
っ
そ
う
激
し
く
な
る
都

市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
も

大
い
に
期
待
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
新
発
田
市
議
会

議
長
と
し
て
合
併
に
向
け
活
動

を
し
て
き
た
が
、
今
、
新
発
田

市
長
と
し
て
聖
籠
町
と
の
合
併

に
向
け
、積
極
的
に
進
め
た
い
。

 

Ａ 

歴
史
と
文
化
の
城
下
町
と
海
洋
資
源
を
持
つ
聖
籠
町

共
に
手
を
携
え
ら
れ
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

聖
籠
町
か
ら

　

合
併
の
相
手
と
し
て

　
　

選
ば
れ
る
た
め
に

　

積
極
的
な
行
動
を
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平成23年度一般会計予算審査状況
　平成23年度一般会計予算議案は、15人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第3セクター
関係の参考人意見陳述を含め5日間にわたり審査しました。
　委員会では、採決の結果、全員賛成で採決すべきものと決まりました。本会議最終日において、賛成の討
論が行われ、全員賛成で採決されました。（※ 以下は、審査状況の一部を紹介しています）

新年度の予算案を徹底審査！新年度の予算案を徹底審査！

紫雲の郷館紫雲の郷館

市
庁
舎
建
設
関
連

機
構
改
革
関
連

地
デ
ジ
関
連

財
政
関
連

（
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館
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防
災
関
連

学
校
関
連

健
康
関
連

福
祉
関
連

ご
み
関
連

猿害関連

農業関連

商工関連

国土調査関連

都市計画関連

除雪関連
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編　集　委　員
 委 員 長 中村　　功

 副委員長 森田　国昭

 委　　員 斎藤　　明

 〃  佐藤　武男

 〃  渋谷　正訓

 〃  稲垣富士雄

 〃  五十嵐　孝

 〃  宮野　昭平

 〃  加藤　和雄

 〃  高橋　幸子

 〃  比企　広正

編集後記
　

2
月
定
例
会
は
、
議
員
4
年
任
期
の

最
後
の
議
会
。
二
階
堂
市
長
初
の
予
算

編
成
と
な
り
、
重
要
政
策
課
題
や
市
政

運
営
に
つ
い
て
、
会
派
代
表
・
一
般
質

問
等
で
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
審
査
2

日
目
の
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
突

然
の
長
い
横
揺
れ
で
委
員
会
も
中
断
・

休
憩
、
三
陸
沖
の
地
震
と
判
明
、
余
震

で
不
安
の
中
、
審
査
再
開
。
市
も
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
避
難
者
の
受
け
入

れ
に
対
応
。
5
日
間
の
慎
重
審
査
の
結

果
、
全
会
派
が
賛
成
。
22
日
の
最
終
本

会
議
で
新
年
度
予
算
が
、
全
議
員
の
賛

成
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

5
月
か
ら
議
員
27
名
の
新
議
会
が
ス

タ
ー
ト
。
新
発
田
市
議
会
基
本
条
例
の

下
、
市
民
に
開
か
れ
た
更
な
る
議
会
改

革
へ
の
歩
み
を
期
待
し
ま
す
。

　

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日

も
早
い
生
活
再
建
・
復
興
を
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

  

〈
文
責 

編
集
委
員 

高
橋
幸
子 

〉

本市議会行政視察状況
（1～3月）
①視 察 先
②視察内容

　3月11日に発生した「東日本大震災」で、犠牲になられまし

た多くの方に心からお悔やみ申し上げます。

　また、被災された方々におかれましては、お見舞いを申し上

げると同時に早く元気を取り戻していただけるように願ってお

ります。

　被災地となった市町村が一日も早い復興を果たされることを

お祈り申し上げ、できる限りの支援、協力をさせていただきた

いと存じます。

　こうした新発田市議会議員全員の一致した思いから、新発田

市に義援金30万円を贈らせていただきました。

　当地にも多くの避難されてこられた皆様が滞在されています

が、この義援金が少しでもこうした皆様のお役に立てるよう願

っております。

新発田市議会議員一同

東日本大震災東日本大震災
新発田市に義援金を贈る新発田市に義援金を贈る

Citizen voice声市民の

☆議会運営委員会　　　　　　　
　①栃木市、松戸市
　② 議会基本条例の見直し
　　移動議会（委員会）
　　議会改革・活性化
　　議会報告会

☆清友会
　①宇都宮市、高崎市
　②食育推進計画
　　 「お弁当の日」の取り組み、
地産地消活用の学校給食

　　地産地消推進計画の学校給食
　　自校方式学校給食の取り組み

二
階
堂
市
長
に
義
援
金
を
手
渡
す

巖
議
長
、
星
野
副
議
長

　

他
の
市
町
村
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ビ
デ
オ

放
送
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

顔
が
見
え
て
議
会
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
発
田
市

は
、
広
報
（
市
議
会
だ
よ
り
）

と
い
う
文
字
の
み
で
、
事
後

の
報
告
が
主
で
あ
り
ま
す
。

　

タ
イ
ム
リ
ー
に
顔
を
見
て
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

ビ
デ
オ
放
送
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
ま
す
と
傍

聴
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ま
た
、

エ
フ
エ
ム
放
送
も
聞
き
逃
す

こ
と
が
多
く
、
議
会
を
身
近

に
感
じ
た
い
思
い
か
ら
す
る

と
、
導
入
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議
会
の
ビ
デ
オ
報
告
に
つ
い
て

青
木　

一
夫




